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(57)【要約】
【解決手段】先頭ワゴン１と最後尾ワゴン２とを含む、
ツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械を開示す
る。最後尾ワゴン２は牽引棒を介して先頭ワゴン１に接
続され、ツイン伸縮ブーム４と二段三流路分岐ホッパー
３は先頭ワゴン１上に取り付けられ、ツイン伸縮ブーム
４は、平行に取り付けられた主貨車と補助貨車の積込ブ
ーム４１、４２を含み、両ブーム４１、４２はいずれも
伸縮機能を有し、二段三流路分岐ホッパー３は上段と下
段の分岐ホッパー３１、３２を含み、両ホッパー３１、
３２はいずれも、主貨車と補助貨車の積込流路３３、３
４と、回収流路３５との３流路を有し、両積込流路３３
、３４は、それぞれ対応する両積込ブーム４１、４２に
接続されている。本発明は、ばら荷を連続的に計量し、
無蓋貨車の箱内に積み込むことができ、架線接触システ
ムを持つ電化鉄道に適合できる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先頭ワゴンと最後尾ワゴンとを含む、ツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械で
あって、
　前記最後尾ワゴンは牽引棒を介して前記先頭ワゴンに接続され、ツイン伸縮ブームおよ
び二段三流路分岐ホッパーは前記先頭ワゴンに取り付けられ、
　前記ツイン伸縮ブームは平行に取り付けられた主貨車積込ブームと補助貨車積込ブーム
とを含み、
　前記主貨車積込ブームおよび前記補助貨車積込ブームは両方とも伸縮機能を持つブーム
であり、
　前記二段三流路分岐ホッパーは上段分岐ホッパーと下段分岐ホッパーとを含み、
　前記上段分岐ホッパーおよび前記下段分岐ホッパーは両方とも３つの流路、すなわち主
貨車積込流路、補助貨車積込流路、および回収流路を有し、
　前記主貨車積込流路は前記主貨車積込ブームに接続され、かつ前記補助貨車積込流路は
前記補助貨車積込ブームに接続されている、ツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機
械。
【請求項２】
　前記先頭ワゴンは先頭ワゴン鋼構造体を含み、
　前記先頭ワゴン鋼構造体の上部に運転者制御室および低電圧電気室が設けられ、
　前記先頭ワゴン鋼構造体の底部に走行駆動装置が設けられ、
　前記主貨車積込ブームおよび前記補助貨車積込ブームは各々、前記先頭ワゴン鋼構造体
に取り付けられている、請求項１に記載のツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械
。
【請求項３】
　前記最後尾ワゴンは傾斜路構造を持つように設計された最後尾ワゴン鋼構造体を含んで
おり、
　前記最後尾ワゴン鋼構造体の前記傾斜路に地上ベルト走行用の運搬ローラが設けられて
おり、
　前記最後尾ワゴン鋼構造体の下部は高電圧電力供給装置、高電圧電気室、および防塵凍
結防止スプリンクラーに接続されており、
　前記最後尾ワゴン鋼構造体の前記傾斜路の頂端に、前記上段分岐ホッパーの上に配置さ
れるベルト曲げプーリが設けられている、請求項１に記載のツイン伸縮ブーム構造体を備
えた可動積込機械。
【請求項４】
　前記主貨車積込ブームおよび前記補助貨車積込ブームの各々の前端に貨物落下用漏斗が
設けられている、請求項１に記載のツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械。
【請求項５】
　前記主貨車積込ブームの後部に平坦化装置が設けられており、
　前記平坦化装置および前記貨物落下用漏斗は先端貨物排出装置を構成するものである、
請求項４に記載のツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械。
【請求項６】
　前記先端貨物排出装置は２ｍ以下の高さを有する、請求項５に記載のツイン伸縮ブーム
構造体を備えた可動積込機械。
【請求項７】
　前記主貨車積込ブームおよび前記補助貨車積込ブームの各々にベルトコンベアおよび電
子ベルトスケールが設けられている、請求項１に記載のツイン伸縮ブーム構造体を備えた
可動積込機械。
【請求項８】
　前記上段分岐ホッパーおよび前記下段分岐ホッパーの各々の内部に反転装置が設けられ
ている、請求項１に記載のツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鉄道貨物技術の分野に関し、特に、鉄道貨物操車場で使用され、かつばら荷
（例えば石炭または鉱石等）を連続的に計量し、無蓋貨車の箱内に積み込むことのできる
、可動積込装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　我が国における鉄道貨物輸送の発展により、石炭集積貨物駅、港湾鉱石ターミナルおよ
び石炭ターミナル等の貨物量は急激に増大し、貨車ばら荷積込装置（wagon bulk loading
 device）に対する要求に高い課題が課せられている。鉄道の統合および流通能力を最大
限に活用するために、ばら荷の積込作業に高速分配積込技術（quickly ration loading t
echnique）を使用しなければならない。我が国の鉄道貨物ターミナルでは、ばら荷の既存
の高速分配積込作業に３つの方式が使用されている。すなわち、積込機の積込方式、固定
高速積込システムの積込方式、および可動積込機械の積込方式である。
【０００３】
　積込機の積込方式は、低効率、低精度、および高発塵性等のような不利点のため徐々に
排除され放棄されている。固定高速積込システム（定量サイロ（ration silo）または定
量積込システムとしても知られる）の積込方式は成熟した積込技術であり、測定精度が高
く、国内の港湾、鉄道貨物ターミナル、積込駅等で幅広く使用されている。しかし、この
積込方式には次のような大きな不利点がある。
　１）積込中に列車を駆動するために牽引機関車が必要であり、したがって機関車が使用
される。
　２）駅の軌道が長く、投資が大きく、必要なラインの長さが列車のラインの長さの２倍
以上になる。
　３）ビン（bin）が詰まり易く、したがって手動で処理する必要があり、潜在的に安全
上の問題がある。
【０００４】
　可動積込機械は従来の積込概念を打破し、固定貨車および移動する積込機械を特徴とす
る積込方式を使用し、それは鉄道駅軌道の長さを半分に短縮し、したがって投資を大幅に
節約する。このシステムを使用した場合、ビンは容易に詰まることがなく、作業プロセス
は安全かつ信頼でき、その上、装置自体に粉塵除去システムが設けられ、それによって環
境保護要件を満たす。
【０００５】
　現在、国内の可動積込機械は主に大規模沿岸港湾で、石炭または鉱石（粉体）のような
貨物を鉄道台車に積み込む機能を実現するために使用されている。既存の可動積込機械は
、基本的に先頭ワゴン、最後尾ワゴン、走行駆動装置（walking drive device）、伸縮ブ
ーム、および貨物落下用漏斗（material dropping funnel）から成る。可動積込機械およ
び地上ベルトコンベア（ground belt conveyor）は可動積込システムを構成するように連
携して使用され、動作原理は次の通りである。すなわち、積み込まれる列車が積込ライン
上に駐車し、貨物が地上ベルトコンベアによって最後尾ワゴンの傾斜路に沿って伸縮ブー
ムまで運搬され、次いでブームに取り付けられたベルトコンベアによって先端貨物落下用
漏斗に運搬され、最終的に列車の区画（train compartment）内に積み込まれる。積込機
械は地上レールに沿って列車方向と平行に作動し、各区画に連続的に積込を行う。
【０００６】
　既存の可動積込機械は全て、単一伸縮ブームの構造設計を採用している。連続積込を実
現するために、ブームの先端の貨物落下用漏斗は必然的に「分岐」構造となるように設計
され、連続積込は、貨車のブリッジ接続時に、漏斗内の調整板（baffle plate）を制御し
て貨物の流れ方向を切り替えることによって実現される。しかし、「分岐」構造を有する
貨物落下用漏斗はサイズが大きく、一般的に４．５ｍから５．５ｍの範囲の高さを有する
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。しかし、電化鉄道では、架線接触システム（overhead contact system）と無蓋貨車の
箱の上縁との間の最大距離は３．８５７ｍであり（架線接触システムの高さは６．４ｍで
あり、列車の型はＣ１００である）、最小距離は２．６０７ｍであり（架線接触システム
の高さは６．４ｍであり、列車の型はＣ８０である）、それらは両方とも「分岐」貨物落
下用漏斗自体の高さよりずっと低い。さらに、架線接触システムと外部装置との間の所定
の安全距離を考慮すると、既存の可動積込機械は、電化鉄道の条件下では、ばら荷を連続
的に計量し、無蓋貨車の箱内に積み込むという目的を達成することができない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】（特になし）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　既存の鉄道貨物積込装置の上述した欠点に注目して、本発明は、ばら荷を連続的に計量
して無蓋貨車にそれを積み込むことができ、かつ電化鉄道に適用可能であり、かつ電化さ
れた架線接触システム下で安全な作業を確実にすることのできる可動積込機械を提供する
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の技術的解決策は次の通りである。すなわち先頭ワゴンおよび最後尾ワゴンを含
む、ツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械を提供することであり、最後尾ワゴン
は牽引棒（traction pull rod）を介して先頭ワゴンに接続され、ツイン伸縮ブームおよ
び二段三流路分岐ホッパーは先頭ワゴンに取り付けられ、ツイン伸縮ブームは、平行に取
り付けられた主貨車積込ブームおよび補助貨車積込ブームを含み、主貨車積込ブームおよ
び補助貨車積込ブームは両方とも伸縮機能を持つブームであり、二段三流路分岐ホッパー
は上段分岐ホッパーおよび下段分岐ホッパーを含み、上段分岐ホッパーおよび下段分岐ホ
ッパーは両方とも３つの流路、すなわち主貨車積込流路と補助貨車積込流路と回収流路と
を有し、主貨車積込流路は主貨車積込ブームに接続され、補助貨車積込流路は補助貨車積
込ブームに接続される。
【００１０】
　好ましくは、先頭ワゴンは先頭ワゴン鋼構造体を含み、先頭ワゴン鋼構造体の上部には
運転者制御室および低電圧電気室が設けられ、先頭ワゴン鋼構造体の底部には走行駆動装
置が設けられ、主貨車積込ブームおよび補助貨車積込ブームは各々、先頭ワゴン鋼構造体
に取り付けられる。
【００１１】
　好ましくは、最後尾ワゴンは傾斜路構造を持つように設計された最後尾ワゴン鋼構造体
を含み、最後尾ワゴン鋼構造体の傾斜路には地上ベルト走行用の運搬ローラが設けられ、
最後尾ワゴン鋼構造体の下部は高電圧電力供給装置（high voltage power supply device
）、高電圧電気室、および防塵凍結防止スプリンクラーに接続され、最後尾ワゴン鋼構造
体の傾斜路の頂端には、上段分岐ホッパーの上に配置されるベルト曲げプーリ（belt ben
d pulley）が設けられる。
【００１２】
　さらに、主貨車積込ブームおよび補助貨車積込ブーム各々の先端には貨物落下用漏斗が
設けられる。
【００１３】
　さらに、主貨車積込ブームの後部には平坦化装置が設けられ、平坦化装置および貨物落
下用漏斗は先端貨物排出装置（front-end material discharge device）を構成する。
【００１４】
　好ましくは、先端貨物排出装置は２ｍ以下の高さを有する。
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【００１５】
　さらに、主貨車積込ブームおよび補助貨車積込ブームの各々に、ベルトコンベアおよび
電子ベルトスケール（electronic belt scale）が設けられる。
【００１６】
　さらに、上段分岐ホッパーおよび下段分岐ホッパーの各々の内部に、反転装置が設けら
れる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の有利な効果は次の通りである。本発明は、ツイン伸縮ブーム構造体および二段
三流路分岐ホッパーの設計方式を採用し、それは連続的にばら荷（例えば石炭または鉱石
等）を計量して無蓋貨車の箱内に積み込むことができるだけでなく、電化鉄道操車場の使
用条件を満たすこともでき、電化鉄道停車で可動積込機械を使用することを可能にし、か
つ架線接触システムを持つ電化鉄道にそれを適合させ、それによってばら荷積込装置の分
野における技術的格差を埋めることができる。
【００１８】
　既存の装置と比較して、可動積込機械は以下の利点を有する。
【００１９】
　＜本発明の可動積込機械の利点（１）＞
　従来の積込機械の積込方式と比較して、可動積込機械は作業効率、積込精度、および積
込の自動化度を向上するのに有利であり、かつ環境により優しい。
【００２０】
　＜本発明の可動積込機械の利点（２）＞
　従来の固定高速積込システムと比較して、線路の半分を節約することができ、土地が節
約され、建設投資を軽減する充分な根拠があり、それによって「経済集約的な土地利用」
に関する国土政策に合致する。第二に、可動積込機械は緩衝性の大型箱（buffer bin）を
設ける必要がなく、貨物を速やかに積み込むことができ、それによって、ビンが詰まった
ときに手動処理によって生じる潜在的な安全上の問題が完全に回避され、かつ操車場にお
ける積込作業の安全性および信頼性の向上が促進される。
【００２１】
　＜本発明の可動積込機械の利点（３）＞
　既存の可動積込機械と比較して、ツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械の先端
貨物排出装置は、貨車に貨物を排出するためにだけ使用され、貨物分配機能は持たない。
したがって、先端貨物排出装置の高さを２ｍに低減することができ、それは電化された架
線接触システムと任意の国内の無蓋貨車の上縁との間の空間の要件を完全に満たすことが
でき、したがってツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械は広範囲の用途を有する
。
【００２２】
　＜本発明の可動積込機械の利点（４）＞
　ツイン伸縮ブーム構造体を採用することで、本発明によって採用された２つのブームは
交互に使用され、それによって貨車のブリッジ接続時に貨物の連続供給が実現され、積込
プロセスが中断する、あるいは貨物がこぼれ落ちることなく確保され、積込効率が改善さ
れる。
【００２３】
　＜本発明の可動積込機械の利点（５）＞
　ツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械の先端貨物排出装置は平坦化装置も備え
るように設計されており、それは貨物を積み込みながら自動的な平坦化を実現することが
でき、従来技術による貨物の平坦化と比較して、積込効率を改善し、生産コストを低減す
るのに有利である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
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【図１】既存の可動積込機械の構造概略図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る構造概略図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る二段三重流路分岐ホッパーおよびツイン伸縮ブームの
構造概略図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る、Ａ方向から見た作業中のツイン伸縮ブームの状態を
示す概略図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る、Ａ方向から見た作業中でないときのツイン伸縮ブー
ムの状態を示す概略図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る二段三流路分岐ホッパーの貨物分配を示す概略図であ
る。
【図７】本発明の一実施形態に係るツイン伸縮ブームおよび先端貨物排出装置が貨車にブ
リッジ接続される前の作業概略図である。
【図８】本発明の一実施形態に係るツイン伸縮ブームおよび先端貨物排出装置が貨車にブ
リッジ接続された後の作業概略図である。
【図９】既存の可動積込機械の先端貨物排出装置の概略図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る先端貨物排出装置の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下で、添付の図面を参照しながら本発明をさらに説明する。
【００２６】
　ツイン伸縮ブーム構造体を備えた可動積込機械は先頭ワゴン１および最後尾ワゴン２を
含み、最後尾ワゴン２は牽引棒を介して先頭ワゴン１に接続され、二段三流路分岐ホッパ
ー３およびツイン伸縮ブーム４は先頭ワゴン１に取り付けられる。
【００２７】
　ツイン伸縮ブーム４は、平行に取り付けられた主貨車積込ブーム４１および補助貨車積
込ブーム４２であり、主貨車積込ブーム４１および補助貨車積込ブーム４２は両方とも伸
縮機能を持つブームであり、主貨車積込ブーム４１および補助貨車積込ブーム４２の各々
にベルトコンベアおよび電子ベルトスケールが設けられる。積込作業中に、ツイン伸縮ブ
ームは貨車の上まで延出する。積込作業中でないときには、ツイン伸縮ブームは線路建設
空間（railway construction clearance）を超えて後退し、したがってそれは機関車が通
過するのを妨げない。
【００２８】
　二段三流路分岐ホッパー３は上段分岐ホッパー３１および下段分岐ホッパー３２を含み
、上段分岐ホッパー３１および下段分岐ホッパー３２は両方とも３つの流路、すなわち主
貨車積込流路３３、補助貨車積込流路３４、および回収流路３５を有し、主貨車積込流路
３３は主貨車積込ブーム４１に接続され、補助貨車積込流路３４は補助貨車積込ブーム４
２に接続され、上段分岐ホッパー３１および下段分岐ホッパー３２の各々の内部に反転装
置が設けられ、それは異なるニーズに応じて異なる流路に貨物を分配することができる。
【００２９】
　先頭ワゴン１は先頭ワゴン鋼構造体１１を含み、先頭ワゴン鋼構造体１１の上部には運
転者制御室１２および低電圧電気室１３が設けられ、先頭ワゴン鋼構造体１１の底部には
走行駆動装置１４が設けられ、主貨車積込ブーム４１および補助貨車積込ブーム４２はそ
れぞれ先頭ワゴン鋼構造体１１に取り付けられる。
【００３０】
　最後尾ワゴン２は傾斜路構造を持つように設計された最後尾ワゴン鋼構造体２１を含み
、最後尾ワゴン鋼構造体２１の傾斜路には、地上ベルト走行用の運搬ローラが設けられ、
最後尾ワゴン鋼構造体２１の下部は高電圧電力供給装置２２、高電圧電気室２３、および
防塵凍結防止スプリンクラー２４に接続され、最後尾ワゴン鋼構造体２１の傾斜路の頂端
には、上段分岐ホッパー３１の上に配置されるベルト曲げプーリ２５が設けられる。積み
込まれる貨物は地上ベルトによって傾斜路に沿って、最後尾ワゴンの頂部まで運搬され、
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ベルト曲げプーリ２５によって上段分岐ホッパー３１内に落下する。
【００３１】
　主貨車積込ブーム４１および補助貨車積込ブーム４２の各々の前端には、ブーム内の貨
物を均等かつ安定的に貨車に積み込むために使用される貨物落下用漏斗が設けられる。
【００３２】
　主貨車積込ブーム４１の後部には平坦化装置が設けられ、それは、積込のプロセス中に
積込を行いながら貨物を自動的に均等化することができる。また、平坦化装置および貨物
落下用漏斗は先端貨物排出装置５を構成する。ツイン伸縮ブームの設計を採用したおかげ
で、先端ブランキング装置５はもはや貨物分配の機能を持たず、それによってサイズは大
幅に縮小され、先端貨物排出装置５は２ｍ以下の高さを有し、それは電化された架線接触
システムと任意の国内の無蓋貨車の上縁との間の空間の要件を満たす。
【００３３】
　＜作業プロセス＞
　＜作業プロセス　その１＞
　積み込まれる列車は積込ライン上で駐車し、ツイン伸縮ブーム４が先端貨物排出装置５
まで延出し、無蓋貨車の箱の上に配置される。
【００３４】
　＜作業プロセス　その２＞
　貨物は地上ベルトコンベアによって最後尾ワゴン鋼構造体１１の傾斜路に沿って最後尾
ワゴン２まで運搬され、ベルト曲げプーリ２５によって二段三流路分岐ホッパー３内に落
下する。運転者は二段三流路分岐ホッパー３における反転装置を制御して、貨物を主貨車
積込流路３３に運搬させる。貨物は主貨車積込ブーム４１内に落下し、主貨車積込ブーム
４１に取り付けられたベルトコンベアによって先端貨物排出装置５まで運搬され、最終的
に貨車車両（wagon carriage）内に積み込まれる。主貨車積込ブーム４１に装着されたベ
ルトスケールは、ブームを通過した貨物の重量を実時間で計量する。貨物が貨車内に均等
に分配されることを確実にするために、積込機械は、無蓋貨車の定格積込容量に応じて積
込機械の駆動速度を自動的に制御し、貨車が満杯に積み込まれたときに主貨車積込ブーム
４１が貨車の最後尾に位置し、かつ補助貨車積込ブーム４２が次の貨車の先頭部に位置す
ることを確実にする。
【００３５】
　＜作業プロセス　その３＞
　現在の貨車が満杯に積み込まれ、ブリッジ接続が必要になると、運転者は、貨物を補助
貨車積込流路３４に運搬するように二段三流路分岐ホッパー３内の反転装置を制御し、貨
物は補助貨車積込ブーム４２上のベルトコンベアによって次の貨車に積み込まれ、それに
よって貨車のブリッジ接続時に貨物の連続供給を実現し、貨物が貨車の連結継手に散乱し
ないことを確実にする。
【００３６】
　＜作業プロセス　その４＞
　積込機械が前方に移動し、主貨車積込ブーム４１が次の貨車の真上に来ると、運転者は
二段三流路分岐ホッパー３内の反転装置を制御して、主貨車積込ブーム４１が貨車の積込
作業の完了を続行するように、貨物を再び主貨車積込流路３３に切り替える。列車全体の
積込作業が完了するまで、上記の動作が繰返し実行される。
【００３７】
　＜作業プロセス　その５＞
　積込作業が完了した後、最後尾ワゴン鋼構造体１１の傾斜路にまだ幾らか余剰貨物が残
っている場合、運転者は、余剰貨物を回収流路３５に流すように、二段三流路分岐ホッパ
ー３内の反転装置を切り替えることができ、余剰貨物は回収流路３５を介して地上ベルト
コンベア上に落下し、最終的に貨物置場に戻る。全ての作業が完了した後、ツイン伸縮ブ
ーム４は線路建設空間を超えて後退し、それによって機関車の通過を確実にする。
【符号の説明】
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【００３８】
　１　先頭ワゴン
　１１　先頭ワゴン鋼構造体
　１２　運転者制御室
　１３　低電圧電気室
　１４　走行駆動装置
　２　最後尾ワゴン
　２１　最後尾ワゴン鋼構造体
　２２　高電圧電力供給装置
　２３　高電圧電気室
　２４　防塵凍結防止スプリンクラー
　２５　ベルト曲げプーリ
　３　二段三流路分岐ホッパー
　３１　上段分岐ホッパー
　３２　下段分岐ホッパー
　３３　主貨車積込流路
　３４　補助貨車積込流路
　３５　回収流路
　４　ツイン伸縮ブーム
　４１　主貨車積込ブーム
　４２　補助貨車積込ブーム
　５　先端貨物排出装置

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【国際調査報告】
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